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研究課題名 
ドローンやセンシング技術を活用した、土地利用型園芸作物等の栽培
管理効率化・安定生産技術の開発

研究目的 レタス・こんにゃく生産において効率、安定生産を達成するために必要なセンシングデータ
の種類・性質を明らかにする

達成目標 ドローン等による画像データ・圃場設置型センサデータによるレタス生育診断・生育予測
技術、こんにゃく立毛状況・病害発生状況推定技術を開発し、生産現場で実用性を実証する。

① センシング技術を活用したレタスの生育診断・生育予測システムの開発・実証

②センシング技術を活用したこんにゃく栽培管理支援システムの開発・実証

現場ニーズ：拡大する加工・業務用需要や近年多発する不作による価格高騰への対応。あわじ島
農協でも、レタスの出荷計画・栽培指導が気象変動に対応できておらず、生産者・取引先からも安
定化が求められている

研究内容：センシング技術を活用したレタス生育診断・生育予測技術を開発・実証する。

現場ニーズ：労働力の確保が困難となる中、栽培管理の効率化による安定生産

群馬県でも生産コストの低減をねらい、こんにゃく経営の大規模化・分散多圃場化が進む中、人手
不足が深刻化し、生育状況に対応した効率的防除が困難となり、生産不安定化を招いている

事業終了後、ＪＡあわじ島で美土里システムを活用した業務システムに実装し、気象変動に対応し
た栽培指導・出荷予測による出荷安定化を実現する。

研究内容：センシング技術を活用したこんにゃく生育状況・病害発生状況推定技術を開発・実証する

地域農業者・普及機関に速やかに普及、病害発生推定などに基づく、効率的防除指導を可能となる。

生育診断技術開発
葉齢：神戸大・栄養診断：淡路農技セ

空撮画像解析・提供：UAS多用推進技術会

生育予測技術開発
基本モデル：農研機構、現地モデル：淡路農技セ

画像データ・気象データを活用した立毛状況・病害発生状況推定技術の開発
(群馬県農技セこんにゃく特産研究セ）

ドローン空撮画像による作付面積推定
面積推定：あわじ島農協（システム便宜供与：兵庫県土改連(協力機関)
空撮画像解析・提供：UAS多用推進技術会

栽培・出荷管理支援手法の開発・実証 （淡路農技セ、あわじ島農協、Ｔ氏・Ｅ氏：参画農業者）
（生育診断・生育予測に対応した栽培管理指導手法・作付情報収集を要さない出荷予測手法の開発・実証）

画像データ・気象データを活用した立毛状況・病害発生状況推定技術の実証

群馬県農技セこんにゃく特産研究セ、群馬県農政部技術支援課・西部農業事務所・吾妻農業事務所（普及・実
用化支援組織）、Ｔ氏・Ｓ氏（参画農業者）

メッシュ農業気象データを利用したプラットホーム上での生育予測・生育診
断システムの実装手法の開発 （神戸大・淡路農技セ）

（ドローン空撮は地域事業者に外注予定）
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